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ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
く
と
読
み
た

く
な
る
本
の
一
つ
に
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ

ロ
ル
」
が
あ
る
。
ご
存
知
、
け
ち
で
強

欲
の
ス
ク
ル
ー
ジ
が
主
人
公
の
あ
の
お

話
で
あ
る
。
町
中
が
ク
リ
ス
マ
ス
色
で

浮
か
れ
る
よ
う
な
感
じ
が
溢
れ
る
と
、

ス
ク
ル
ー
ジ
で
は
な
く
と
も
、
余
計
に

気
が
滅
入
っ
た
感
じ
に
な
る
時
が
あ

る
。
親
し
い
人
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

り
、
大
切
な
人
と
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
り
、
仕
事
を
失
っ
た
り
、
人

生
が
灰
色
に
見
え
る
よ
う
な
時
に
、
浮

つ
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
ク
リ
ス
マ

ス
・
ソ
ン
グ
は
一
層
辛
く
聞
こ
え
、
逃

げ
た
く
な
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
本
当
の

意
味
は
そ
う
い
う
中
で
は
見
え
に
く
い

の
で
、
余
計
に
そ
う
な
る
。 

 

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
」
で

は
、
死
ん
で
か
ら
後
悔
の
日
々
を
送
っ

て
い
る
幽
霊
の
友
人
の
訪
問
を
き
っ
か

け
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
過
去
、
現
在
、
未

来
３
つ
の
霊
が
ス
ク
ル
ー
ジ
を
訪
れ
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
意
味
を
も
う
一
度
問
い

直
す
。
ス
ク
ル
ー
ジ
に
語
り
か
け
ら
れ

る
事
は
ま
る
で
、
私
に
と
っ
て
は
、
こ

う
言
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
今

の
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
見
つ
め
、
喜

ぶ
べ
き
こ
と
を
喜
び
、
楽
し
む
べ
き
こ

と
を
楽
し
み
、
悲
し
む
べ
き
こ
と
を
悲

し
み
、
怒
る
べ
き
こ
と
に
怒
り
、
反
省

す
べ
き
こ
と
を
反
省
し
、
感
謝
す
べ
き

こ
と
を
感
謝
す
る
。
し
か
も
そ
れ
を
他

の
人
々
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
分
か
ち

合
う
。
言
わ
ば
当
た
り
前
と
い
え
ば
当

た
り
前
の
よ
う
な
毎
日
の
生
活
を
充
実

し
て
、
生
き
生
き
、
と
生
き
て
い
る

か
？
そ
し
て
自
分
の
狭
い
世
界
の
中
で

う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自

分
と
は
違
う
人
々
に
関
心
を
持
っ
て
関

わ
り
、
自
分
の
世
界
を
広
げ
、
あ
る
い

は
自
分
の
狭
い
世
界
か
ら
出
よ
う
と
し

て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
、
と
。 

 

イ
エ
ス
さ
ま
の
誕
生
を
祝
う
の
が

ク
リ
ス
マ
ス
な
の
だ
が
、
そ
の
物
語
の

中
で
も
、
あ
る
一
つ
の
見
方
を
す
る

と
、
イ
エ
ス
さ
ま
は
、
少
女
マ
リ
ア

（
つ
ま
り
小
学
高
学
年
ぐ
ら
い
の
幼
い

母
）
か
ら
生
ま
れ
、
（
両
親
は
人
間
の

泊
ま
る
所
に
は
泊
ま
れ
な
か
っ
た
の

で
）
飼
い
葉
桶
に
寝
か
さ
れ
、
お
お
よ 

 

そ
、
外
面
的
に
は
恵
ま
れ
な
い
環
境
で 

生
ま
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
最
初
に
祝
っ

て
く
れ
た
の
は
、
当
時
で
も
貧
し
く
野

宿
し
て
い
た
（
つ
ま
り
ホ
ー
ム
レ
ス
の

よ
う
な
）
羊
飼
い
で
あ
り
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
は
、
（
い

わ
ば
外
国
人
の
）
東
方
の
占
い
師
た
ち

で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
人
た
ち
を
も
通

し
て
神
様
は
私
た
ち
に
恵
み
を
運
ん
で

下
さ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
そ
こ
に
込
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
外
面
的
な
有

り
様
や
、
環
境
や
状
況
に
も
関
わ
ら

ず
、
そ
こ
に
立
ち
会
っ
た
人
々
は
、
小

さ
な
光
を
見
た
。
そ
の
光
は
、
心
の
奥

底
に
静
か
に
広
が
っ
て
い
く
、
生
き
る

喜
び
の
よ
う
な
光
な
の
で
あ
る
。 

  

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
、
あ
な
た
の
心

に
も
そ
の
光
が
生
ま
れ
ま
す
よ
う
に
。

そ
の
喜
び
を
共
に
で
き
ま
す
よ
う
に
。 
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11
月
～
12
月
の
予
定  

 

◆
11
月 

16
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
23
主
日 

17
日
㈪ 

修
院
長
ヒ
ル
ダ 

22
日
㈯ 

殉
教
者
お
と
め
セ
シ
リ
ヤ 

 

東
京
教
区
第
147(
定
期)

教
区
会 

23
日
㈰ 

降
臨
節
前
主
日 

30
日
㈰ 

降
臨
節
第
1
主
日 

 

◆
12
月 

1
日
㈪ 

使
徒
聖
ア
ン
デ
レ
日 

 

逝
去
者
記
念
礼
拝 

2
日
(火) 

日
本
聖
公
会
初
代
主
教
ウ
イ
リ
ア

ム
ズ 

3
日
(水) 

ア
ジ
ア
の
殉
教
者
と
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル 

5
日
(金) 

司
祭
教
会
博
士
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

ア
の
ク
レ
メ
ン
ス 

6
日
㈯ 

主
教
ニ
コ
ラ
ス 

7
日
㈰ 

降
臨
節
第
2
主
日 

13
日
㈯ 

殉
教
者
お
と
め
ル
シ
ヤ 

14
日
㈰ 

降
臨
節
第
3
主
日 

17
日
(水) 

冬
期
聖
職
按
手
節 

19
日
(金) 

冬
期
聖
職
按
手
節 

20
日
㈯ 

冬
期
聖
職
按
手
節 

21
日
㈰ 

降
臨
節
第
4
主
日 

22
日
㈪ 

使
徒
聖
ト
マ
ス
日 

24
日
㈬ 

降
誕
日
前
夕(

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ) 

25
日
(木) 

降
誕
日 

26
日
(金) 

最
初
の
殉
教
者
聖
ス
テ
パ
ノ
日 

27
日
㈯ 

福
音
記
者
使
徒
聖
ヨ
ハ
ネ
日 

28
日
㈰  

降
誕
後
第
1
主
日 

29
日
㈪ 

聖
な
る
幼
子
の
日 

 

   

  

三
光
教
会
創
立
記
念
日
礼
拝
を
た

く
さ
ん
の
方
々
と
お
祝
い
す
る
こ
と
が

出
来
た
こ
と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
髙

橋
主
教
は
早
祷
か
ら
お
見
え
に
な
り
、

聖
餐
式
を
執
り
行
な
っ
て
下
さ
り
、
そ

の
後
早
祷
出
席
者
の
方
と
の
久
し
ぶ
り

の
再
会
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

10
時
30
分
か
ら
の
聖
餐
式
で
は
、

お
二
人
の
方
が
堅
信
に
あ
ず
か
り
ま
し

た
。
髙
橋
主
教
司
式
の
礼
拝
は
上
田
司

祭
の
司
式
と
は
違
っ
た
空
気
感
を
感
じ

な
が
ら
、
礼
拝
の
時
を
共
に
持
つ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

ア
ン
セ
ム
で
は
香
蘭
聖
歌
隊
の
声

の
や
わ
ら
か
さ
と
三
光
聖
歌
隊
の
安
定

し
た
声
が
重
な
り
華
や
か
な
ア
ン
セ
ム

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
礼
拝
後
に
は
集

合
写
真
を
撮
り
、
会
館
で
持
ち
寄
り
と

ザ
・
ア
会
が
準
備
し
て
い
た
温
か
い
お

か
ず
で
と
も
に
食
卓
を
囲
み
な
が
ら
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

    

                               

                               

第
113
回
創
立
記
念
日
礼
拝

を
終
え
て 
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教会のお掃除にご協力を 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前 10時から１時間程ご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

  

はじめて教会にいらした方へ 

礼拝様式に馴れない方は椅子に

お掛けになったままで結構で

す。 

⚫ 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

⚫ わからない点は隣の席の者か

案内係にお聞きください。 

  
礼拝のご案内 

■主日礼拝 

 午前 7:30 聖餐式 

午前 10:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 

■平日礼拝 

毎朝 6:30 から 

月、水、金は朝の礼拝、
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公 

示 

 
 

日
本
聖
公
会
東
京
教
区
三
光
教
会
の
来
年
度
教
会
委
員
の
選
挙
を 

日
本
聖
公
会
法
規
に
従
っ
て
、
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

救
主
降
生
2024
年
11
月
2
日 

聖
霊
降
臨
後
第
21
主
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
聖
公
会
東
京
教
区 

三
光
教
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

牧
師 

司
祭 

シ
モ
ン
・
ペ
テ
ロ 

上
田
憲
明 

 
 
 
 
  

記 

 

１ 

投
票
方
法 

  
 
 

(1) 

所
定
の「
投
票
用
紙
」を
用
い
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

(2) 

教
会
委
員
と
し
て
投
票
し
た
い
方
を
8
名
（
8
名
以
内
で
も
可
）
の 

氏
名
を
投
票
用
紙
の
枠
内
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 
 

 
 
 

(3) 

教
会
内
に
設
置
さ
れ
た
投
票
箱
へ
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
牧
師
宛
て 

郵
送
も
可
能
で
す
。 

 
 
 

(4) 

投
票
は
無
記
名
で
す
。 

 

２ 

選
挙
期
間 

 
 
 

2025
年
11
月
2
日
㈰
～
2025
年
12
月
7
日
㈰ 

 
 
 

開
票
は
12
月
7
日
㈰
降
臨
節
第
2
主
日
聖
餐
式
Ⅱ
後
に
行
な
い
ま
す
。 

 
 
 

※
郵
送
の
場
合
は
12
月
5
日
(金)
必
着
に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 

選
挙
管
理
委
員
は
次
の
方
を
任
命
し
ま
す
。 

 
 
 
 

石
川
恭
温
、
黒
川
正
三
、
関
塚
晴
美 

 
 
 

な
お
、
教
会
委
員
は
牧
師
と
当
選
者
が
推
薦
し
た
計
11
名
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
前
年
の
教
会
委
員
の
う
ち
、
直
近
の
継
続
在
任
期
間
の
よ
り
長
い

人
（
同
期
間
の
場
合
は
通
算
在
任
期
間
の
長
い
人
）
3
人
を
被
選
挙
人
名
簿
か

ら
は
ず
し
ま
す
。
但
し
、
こ
の
3
人
の
被
選
挙
権
は
翌
年
度
に
は
回
復
さ
れ
ま

す
。
今
年
度
は
上
記
の
規
定
に
石
川
恭
温
、
黒
川
正
三
、
関
塚
晴
美
の
3
氏
が

該
当
し
ま
す
。 

  

現
在
堅
信
受
領
者 

各
位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
光
教
会 

選
挙
管
理
委
員
会 

   


